
議会からのたより
第60号

【
一
般
会
計
】

◆
持
続
的
畑
作
生
産
体
制
確
立
緊
急

支
援
事
業
補
助
金８

０
万
円　

新
規

◆
水
産
加
工
機
械
整
備
事
業
補
助
金

４
１
２
万
５
千
円　

新
規

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ハ
ブ
冷

凍
庫
冷
凍
機
取
替
工
事

２
１
７
万
８
千
円　

新
規

◆
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現

の
た
め
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見

書

　

提
出
者　

國
部
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

　
　

意
見
案
は
９
月
11
日
の
議
会
定

例
会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

年
度
対
象
）

◆
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
遠
別
中

学
校
建
設
工
事
（
建
築
主
体
工

事
））

　

契
約
金
額１

８
億
８
，
９
８
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

共
栄
・
堀
松
・
ハ
ラ
ダ
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
遠
別
中

学
校
建
設
工
事
（
電
気
設
備
工

事
））

　

契
約
金
額

２
億
４
，
７
５
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

拓
北
・
木
村
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
遠
別
中

学
校
建
設
工
事
（
機
械
設
備
工

事
））

　

契
約
金
額

２
億
７
，
２
８
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

桜
井
冷
熱
・
後
藤
水
道
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

　
９
月
９
日
か
ら
９
月
13
日
の
５
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
４

件
、
規
約
の
変
更
１
件
・
工
事
請
負

契
約
３
件
、
補
正
予
算
７
件
、
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
７
件
、
意
見

案
１
件
、
発
議
１
件
の
合
計
24
件
の

議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
会
期
を
２
日
間
残
し
閉
会

し
ま
し
た
。

◆
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー　

ウ
ォ
ッ

シ
ュ
プ
ラ
ス
「
え
ん
べ
つ
富
士
見

店
」
の
オ
ー
プ
ン

◆
令
和
６
年
度
普
通
交
付
税
等
の
決

定
◆
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
及
び
第

44
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

生
大
会
全
国
大
会
の
出
場
結
果

◆
継
続
費
精
算
報
告
書

◆
令
和
５
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告

◆
令
和
５
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報

告
◆
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
・
評
価
報
告
書
（
令
和
５

第
６
回
定
例
会

行
政
報
告

報　
告

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

意
見
案
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議会からのたより
第60号

【
一
般
会
計
（
歳
出
）】

― 
総
務
費 

―

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
関
し
て
、
町
内
に
情
報

を
伝
え
る
の
を
目
的
と
す
る
の
か
、

町
外
に
情
報
を
発
信
す
る
の
を
主
眼

に
置
い
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
古
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
の
も
あ
り
、
町
内

町
外
問
わ
ず
、
見
や
す
い
も
の
に
な

る
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

以
前
に
も
更
新
が
滞
っ
て
い

る
と
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
た
の
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
各
課

の
担
当
し
て
い
る
情
報
を
精
査

し
、
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
毎
月
開
催
し
て
い

る
情
報
化
推
進
委
員
会
で
よ
り
良
い

更
新
が
さ
れ
る
よ
う
に
審
議
し
て
い

る
。
今
後
は
委
員
は
じ
め
各
課
係
長
、

主
幹
、
課
長
も
含
め
た
中
で
ど
の
よ

う
な
発
信
方
法
が
い
い
の
か
、
も
う
一

度
体
制
を
作
っ
て
い
く
。

― 

民
生
費 

―

敬
老
会
の
参
加
人
数
に
つ
い
て

敬
老
会
の
参
加
人
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

が
、
前
年
度
等
の
人
数
を
伺
う
。

令
和
５
年
の
該
当
者
は
５
８

５
名
で
出
席
者
は
１
３
４
名
。

出
席
率
だ
と
22
％
ほ
ど
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
が
24
％
で
令
和
２
年

と
３
年
は
コ
ロ
ナ
で
未
開
催
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
元
年
以
前
に
つ
い
て

は
38
％
か
ら
40
％
ほ
ど
と
な
っ
て
い

て
、
コ
ロ
ナ
で
外
出
し
な
く
な
っ
た

と
い
う
要
因
も
多
少
あ
る
か
と
は
感

じ
て
い
る
が
、
開
催
方
法
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

― 

労
働
費 

―

外
国
人
技
能
実
習
生
に
つ
い
て

外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ

対
策
協
議
会
の
実
績
と
参
加
状

況
は
？令

和
５
年
度
の
実
績
と
し
て
、

主
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、
42
回
の
開
催
で
延
べ
３
４

８
人
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

初
め
て
の
取
組
と
し
て
、
冬
ま
つ
り

の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
出
店
に
６
名
の
方

が
参
加
し
て
い
る
。

【
一
般
会
計
（
歳
入
）】

公
営
住
宅
の
空
き
部
屋
対
策
に
つ
い
て

９
月
１
日
現
在
、
公
営
住
宅

の
空
き
室
が
24
室
あ
る
と
の

こ
と
で
、
昨
年
も
見
な
し
特
公
賃
等

の
対
応
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
そ
の
効
果
を
伺
う
。

見
な
し
特
公
賃
に
つ
い
て
は

昨
年
度
２
戸
追
加
し
て
お
り
、

現
在
２
戸
と
も
居
住
さ
れ
て
い
る
の

で
、効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
随
時
募
集
に
つ
い
て
も
昨
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
が
、
少
し
ず
つ

令
和
５
年
度　
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会　
９
月
10
日

答

問答

問答 問

問答

リニューアル後のホームページ

問答
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議会からのたより
第60号

何
件
か
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

出
資
に
よ
る
権
利
に
つ
い
て

出
資
に
よ
る
権
利
の
「
旭
川
営

林
支
局
緑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
、
何

年
に
出
資
し
て
い
る
の
か
。

平
成
６
年
の
３
月
に
契
約
し

て
お
り
、
令
和
11
年
３
月
ま

で
の
期
間
、
国
有
林
の
一
部
の
面
積

を
遠
別
町
の
森
林
と
し
て
管
理
を
し

て
も
ら
う
契
約
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
国
有
林
の
有
効
活
用
と
い
う
部

分
も
あ
り
、
営
林
署
の
方
で
35
年
間

分
収
林
と
し
て
管
理
を
し
て
い
た
だ

い
て
、
最
終
的
に
立
木
を
伐
採
し
た

収
益
が
一
部
町
の
方
に
入
っ
て
く
る

と
い
う
も
の
に
な
る
。

問答

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は12月13日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくは
テレビ電話でご確認ください。

議会を議場で傍聴された方には、
行政サービスポイント 200ポイントが付与されます。

町長選挙・議会議員補欠選挙

　笹川町長の任期満了に伴う町長選挙が 10月 15日に告示され、前遠別町議会副議
長の國部雅人氏が無投票で当選されました。

　去る９月 26日に、國部副議長から小森議長へ辞職願が提出され、同日許可されま
した。
　國部副議長の辞職に伴い議員の欠員が生じたため、町長選挙に合わせ 10月 15日
に遠別町議会議員の補欠選挙が告示されましたが、立候補の届け出はありませんで
した。
　このため、議員定数８人のところ１人の欠員が生じることとなりました。　
　公職選挙法に基づき、欠員が２人以上になれば再度補欠選挙が行われますが、欠
員が１人であれば２０２７年４月の町議選まで欠員となります。

新町長に國部前副議長

町議補欠選挙は候補者なし

16



総務産業常任委員会　町内所管事務調査

議会からのたより
第60号

　９月１３日に総務産業常任委員会町内所管事務調査が行われ、午前中には現地調査活動として、
病院及び健康管理センター解体工事ほか５箇所を調査し、午後からは議会審議の参考に資するた
め、担当者への事情聴取を行った。

現地での調査活動

　鉄筋コンクリート造２階建て、延床面積が２，
８８２．７１㎡。内訳として国保病院昭和３８年建設
分が１５８４．５９㎡、昭和５８年・５９年増築分が
９７６．６０㎡。健康管理センター昭和５８年建設分
が３２１．５２㎡。１２月末までの工期で解体工事が
進んでいる。

　平成２５年１２月から入居開始、本町１丁目２棟８
戸。近年は公営住宅や民間賃貸住宅等の空き状況
や就労状況により入退去が多くなっている。現在、
入居募集は随時受付としており、応募があった場合
には入居者選考委員会により審査・決定している。

事情聴取

ふるさと納税の取組み状況について
　当町では遠別農業高校の取組みを前面に出したＰＲと、全国的なふるさと納税に対する機運
の高まりもあり寄付額が急増し、その後も新たな特産品開発や、各マスメディアに取り上げら
れたこともあり、平成 29年度の寄附金受入額は約１億４千万円となった。その後は年々減少
傾向にあり、令和５年度は約４千２百万円とピーク時の約 30％まで減少している。令和６年
度から厳格化された「経費率５割基準」を遵守し、返礼品送料の圧縮のため、今年度よりヤマ
ト運輸株式会社への業務委託を開始している。新たな特産品の開発等については、潜在商材の
掘り起こしや、新しいアイデアの提案などを進め、中間事業者が持つ企業間ネットワークを駆
使して、現在、複数の業者に対して打診をしている。今後も情報収集に努め、委託業者や返戻
品取扱い事業者などと連携を密にし、ふるさと納税の増額に努めていただきたい。

【水稲】収量構成要素は㎡当り穂数が平年比 103 ％と
やや多く、㎡当り籾数も105% とやや多くなっている。

【酪農】生乳生産は 5 月に 1 戸搾乳を中止したが、
前年対比 106.4％で推移している。円安などによる
配合飼料、肥料、燃料等コストの大幅な高騰と、販
売価格の下落により収支は大変苦しい状況にある。

作況状況調査（久光）

移住定住促進住宅の状況

病院及び健康管理センター解体工事の進捗状況
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議会からのたより
第60号

　

８
月
20
日
、
議
会
広
報
研
修
会

が
札
幌
市
で
行
わ
れ
、
議
会
報
発

行
特
別
委
員
会
か
ら
委
員
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
自
治
体
広
報
広

聴
研
究
所　

代
表
理
事　

広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
金
井
茂
樹
氏
に
よ

る
「
読
者
に
読
ま
れ
る
議
会
報
の

企
画
と
編
集
」
を
テ
ー
マ
に
、
議

会
報
の
課
題
、
何
を
変
え
る
か
、

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
戦
略
的
広
報

な
ど
、
委
員
と
し
て
企
画
に
役
立

つ
情
報
を
学
び
ま
し
た
。

　
　

　
　

　

８
月
28
日
、
留
萌
管
内
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
増
毛
町
で
開
催

さ
れ
、
当
町
か
ら
は
議
員
７
名
と

事
務
局
職
員
1
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
「
人
口
減
少
時
代

の
地
方
自
治
体
の
課
題
と
展
望
」

と
題
し
て
、
北
海
道
大
学
教
協
政

策
大
学
院　

教
授　

山
崎　

幹
根　

氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、
留
萌
管
内

で
は
新
卒
者
の
行
政
職
に
対
す
る

有
効
求
人
倍
率
が
１
倍
割
れ
が
起

き
て
お
り
行
政
職
で
も
人
手
不
足

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
関
係
人
口

の
増
加
や
、
こ
の
町
で
働
き
た
い

と
い
う
環
境
づ
く
り
が
大
切
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
、
東
京
遠
別
会(

高
橋

二
三
次
会
長)

の
第
35
回
総
会
が
東

京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
議
会
か
ら
は
小
森
議
長
、
橋

本
議
員
、
白
幡
議
員
の
３
名
が
出

席
し
、
町
か
ら
は
笹
川
町
長
ほ
か

職
員
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
北
海
道
東
京
事
務

所
副
所
長
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連

合
会
副
会
長
な
ど
、
多
く
の
来
賓
の

方
々
が
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
町
職
員
か
ら
遠
別

町
の
近
況
報
告
が
あ
り
、
有
害
鳥

獣
捕
獲
数
を
聞
い
た
会
場
か
ら
は

驚
き
の
声
が
上
が
り
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
会
場
で
は
故
郷
遠
別

町
の
懐
か
し
い
話
が
尽
き
な
い
様

子
で
し
た
。

　

10
月
23
日
、
美
幌
町
議
会
の
美

幌
活
性
会
（
馬
場
博
美
会
長
）
等

の
議
員
４
名
が
遠
別
町
を
訪
れ
、

「
高
校
支
援
」
の
内
容
等
に
つ
い
て

行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
町
教
育
委
員
会
か
ら
、

北
海
道
遠
別
農
業
高
等
学
校
の
「
高

校
支
援
」
及
び
「
高
校
魅
力
化
事
業
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
次
世
代

多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
の
現
地
視

察
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
寮
の
建
設
に
係
る
支
援
や

運
営
方
法
に
、
来
町
し
た
美
幌
町

の
議
員
か
ら
は
美
幌
町
で
現
在
問

題
に
な
っ
て
い
る
寮
の
運
営
等
に

大
変
参
考
に
な
っ
た
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

留
萌
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

東
京
遠
別
会
総
会

東京遠別会の様子

議
会
広
報
研
修
会

美
幌
町
議
会
行
政
視
察

講師の金井茂樹氏

町教育委員会による説明

留萌管内町村議会議員研修会
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議会からのたより
第60号

議会の主な動き (令和 6年 8月～令和 6年 10月）

8月
6 日 第５回議会全員協議会、第３回総務産

業常任委員会

19日 戦没者・功労者追悼式

19～
20日 議会広報研修会（札幌市）

26日 第３回議会運営委員会

27日 第４回総務産業常任委員会

28日 留萌管内町村議会議員研修会（増毛町）

31日 陸上自衛隊留萌駐屯地及び稚内地域事
務所親睦パークゴルフ大会

9月
9 ～
11日 第６回遠別町議会（定例会）

10日 令和５年度遠別町各会計決算審査特
別委員会

12日 遠別町敬老会

13日 総務産業常任委員会町内所管事務調
査（現地調査及び事情聴取）

28日 遠別ライオンズクラブ CN60 周年
記念大会

10月
4 ～
6日 東京遠別会総会（東京都）

7日 第７回議会報発行特別委員会

23日 美幌町議会美幌活性会等行政
視察

28日 第８回議会報発行特別委員会

30～
31日

総務産業常任委員会道内所管
事務調査（比布町、中頓別町、
猿払村）

あとがき（白幡委員）
　秋も少しずつ深まり紅葉が色づく季節となりました。
　10月には、遠別町町長選挙が告示され新町長が誕生し新たなリーダーのもと
で町の未来が描かれていきます。
　新町長には、一次産業及び地域の発展と住民の皆様の生活向上を目指し、色々
な角度から情熱を持って取り組まれるよう望みます。
　これからも議会では、住民皆様方に関係するテーマが数多くあります
ので、ぜひ議会に足をはこんでいただき傍聴していただければと思います。
また、町民皆様のご意見、ご感想をお聞かせいただくことでより良い街
づくりが進むと確信しております。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
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